
　（様式２（1）） 事業所名　グループホーム　ふるさとの家

目標達成計画 作成日：　令和　　7　年　3　　月　　2　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束、虐待防止についての研修内容を明確
にすること
集合研修の実施、また研修内容の記載が不十分
であること
防災訓練の記録が不十分

机上訓練や集合研修について、年間計画を作
成し集合研修または机上訓練を実施し、その
記載方法を明確にすること
内容についても見直し不適切ケアや閉じ込め
の内容も盛り込む

４月からの新年度に於いては年間計画を作成し
委員会記録も明確にする
また書記等役割を決め記録漏れがないように記
載する

3ヶ月

2 7

権利擁護や成年後見制度についての研修が行え
ていない

学術委員会やＧＨ内、または他部署との合同
研修での実施を検討する

個人的に学習する意識をもち、職場内での研修で
取り上げていく

6～12ヵ月

3

職員会議録のファイリングが整っていない どの職員が記録する場合においても統一した
書式になるようフォーマットを作成する

４月からの職員会議から活用できるよう迅速に作
成し活用していく

3ヶ月

4 26

介護ソフト「ほのぼの」を十分に活用できていない 普段の記録やケアプラン作成に活用している
が、さらなる活用方法の検討
【排泄】【入浴】【外出】【面談】等、ほのぼの内
のコンテンツを活用し、統計・集計しやすく評価
しやすくなるよう検討する

ほのぼのの活用方法を検討し、CM・CWともに周
知していく

6～12ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


